
少子政策課

手当・ひとり親家庭支援担当

3337

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B141
母子父子寡婦福祉資金特別会計繰出金 民生費 母子福祉費 母子父子寡婦福祉資金特別会計繰出金

宣言項目   

分野施策 010102 子育て支援の充実

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 21,934 21,934 178

前年額 21,756 21,756

令和 2年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

児童福
祉費

事 業
期 間

昭和28年度～ 根 拠
法 令

母子及び父子並びに寡婦福祉法第13条、31条の6、32条、36
条（義務）

　母子父子寡婦福祉資金特別会計を運営するに当たり、
不足する財源に充てるため、一般会計から繰出を行う。
　また、償還金の徴収の一部について外部委託を行うた
めの所要額を事務費に計上する。

（１）母子父子寡婦福祉資金特別会計繰出金
　　　（債権管理担当職員設置費）　 7,072千円
（２）母子父子寡婦福祉資金特別会計繰出金
　　　（貸付事務費）　　　　　　　14,862千円

(１)事業内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  21,934千円　
　　母子家庭及び父子家庭並びに寡婦の経済的自立等を目的に必要な資金を貸し付ける母子父子寡婦福祉資金特別会計を
　円滑に運営するために、不足する財源を一般会計から繰り出し、充当する。

(２)事業計画
　　貸付金所要額　　　799,036千円（1,058件）　　 繰出額　 　　 0千円
　　事務費所要額　　   27,681千円　　　　　　　  繰出額   21,934千円
　　　　　　　　
(３)事業効果
　　経済的に厳しい状況にある母子家庭、父子家庭、寡婦に必要な資金を貸し付けることにより、生活の安定や児童の修
　学を図ることができる。
　
　　貸付実績　
　　　平成26年度　　1,293件(781,869千円)
　　　平成27年度　　1,151件(736,582千円)
　　　平成28年度　　1,000件(632,573千円)
　　　平成29年度　　　949件(618,511千円)
　　　平成30年度　　　903件(594,849千円)

　　繰出の状況
      平成26年度　　貸付金充当分　　207,038千円　　事務費充当分　　　29,889千円
　　　平成27年度　　貸付金充当分　　179,717千円　　事務費充当分　　　17,799千円
　　　平成28年度　　貸付金充当分　　 14,040千円　　事務費充当分　　　17,679千円
      平成29年度　　貸付金充当分          0千円　　事務費充当分　　　　　 0千円　
　　　平成30年度　　貸付金充当分　　 　　 0千円　　事務費充当分　　　38,403千円

　(県10/10)

前年との
対比

― 福祉部 B141 ―
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